
学術書・専門書の

編集制作

最新技術を駆使した編集・制作でスピーディに，高品質に！

 — コンピュータに密着した幅広い経験が生み出す，卓抜した

プロデュース能力

編集と制作をトータルにとらえる視点と，徹底したソフトウェア化

私たちが編集・制作する書籍は，なぜ完成度が高いのでしょう？

最大の理由は，編集・制作にかかわるすべての工程を常に五つの視点で見つめながら，一つひとつの作業を

進めていく姿勢にあります。五つの視点とは，「編集者の視点」「制作者の視点」「販売者の視点」「著者の視点」，

そして「読者の視点」です。これらの視点を高く保ちつつ，一つひとつの作業には最大の集中力を注ぎます。

品質を向上させるために，妥協はいっさいしません。書籍にかけるこの情熱こそが，私たちが誇るプロデュー

ス能力の源なのです。

そしてもう一つ，人が行う作業の質的・量的限界を克服す

るために，私たちは編集・制作工程のいたるところで機械

化を進めています。必要なソフトウェアは，必要なときに

私たちが作ります。そのため，ソフトウェアの適合性が抜

群で，優れたパフォーマンスが発揮されます。

あらゆる文書ファイルを一元処理

Word，TeX，HTML，プレーンテキストなど，著者が執筆に使用するファイル形式はさまざまです。私たちは，文書ファイル

に施された段落属性や文字属性を独自のプログラムでタグに変換し，プレーンテキストに書き出してから，基礎的な編集作

業を始めます。共著・共訳の書籍のようにさまざまな文書ファイルが混在しているときも，この段階で一定の規則に従った

一つのファイルに統合されます。これによって編集作業は大幅に効率化されます。

機械的作業は機械的に

用字や用語・約物類の統一といった基礎作業は，タグつきプレーンテキスト上で行います。これらの作業の多くがソフトウェ

ア化・マニュアル化されています。

組みながら編集し，編集しながら組む

基礎作業を終えたタグつきテキストは，組版ソフトウェアにインポートされます。そして，私たちは編集と組版を同一人の手

で同時に進めます。二つの作業が一つになることで，書籍はおのずとその書籍にとって最適なできあがりへと導かれていき

ます。もちろん，組版ソフトウェアにも多くの自動実行プログラムやチェックプログラムが組み込まれています。

コメント挿入も組版のうち

編集中に単純な誤りを見つけると当たり前に

訂正していきますが，それ以上の問題点やと

りたてて著者に伝えたい事項，さらに内容に

関する指摘などは，PDF にコメントとして書

き込んでいきます。

図表・数式処理も必須技能

完成度の高い書籍に仕上げるためには，図表

や数式にも同じ完成度が求められます。私た

ちは編集者自身がそれらの処理技術を身につ

けています。校了間際に図版の修正が必要に

なっても，あわててイラストレータを呼び出

すことなく，ただちに直しを入れることがで

きます。

自動化プログラム

PDF へのコメント挿入



私たちはソフトウェアデベロッパでもあります。

編集・制作作業にも，システム開発のノウハウが随所に生かされています。

精度の高いチェック

私たちの作業の中でソフトウェアデベロッパ魂が最も強く反映しているところは，処理の自動化ではなく，チェックの工程か

もしれません。ソフトウェア開発で神経を尖らせるデバッグのノウハウ，言い換えれば“もれなく効率的にバグを見つけ出す

ためのチェック仕様を構築するノウハウ”が編集・制作業務にも生かされているのです。私たちは初校，再校…と出力をする

たびに異なる角度でバグ取りを繰り返していきます。

Windows DTP，PDF，ネット経由のやりとり

なぜ Windows DTP なのでしょう？ その答えは単純明快です。多くの著者が Windows アプリケーションで原稿を書き，絵を

描くからです。Windows に続くのが UNIX 系です。Mac 系の著者にはなかなかお目にかかりません。Windows DTP でも Mac

に遜色ない出力が得られる今，わざわざプラットフォームを行き来する必要はありません。また，Windows DTP にはもう一つ

魅力があります。それは，書籍のデータをさまざまなディジタルコンテンツに流用しやすいということです。

著者校正や組版サンプル用の出力には，PDF を使用しています。印刷所様への入稿も PDF です。出版社様や印刷所様との原

稿のやりとりは，メール添付，弊社の FTP サイトを利用したアップロード・ダウンロード，弊社の Web サイトを利用したダ

ウンロード，CD を主に利用しています。

350km という距離

最後に，私たちの本拠は名古屋です。“そりゃちょっと不便かな”と思われる出版社様もみえるでしょう。しかし，“このパンフ

レットの説明がすべて本当なら…”と，もう一度お考えください。これまでに制作させていただいた中で最も早く完成させた

書籍では，原稿をお預かりしていた期間がわずか 22 日

でした — コンピュータ関連書籍（B5 版，168 ペー

ジ，2 色），受稿から初校～四校 PDF の制作と，印刷所

入稿ファイルの出力に要した，休日を含むカレンダーの

日数です。図版はすべて描き起こしで，著者校正では赤

字訂正や差し換えもたっぷり出てきました。

東京 – 名古屋の 350km を補って余りあるパフォーマン

スを提供できると，私たちは自信をもって言うことがで

きます。

株式会社グラベルロード

　名古屋市千種区青柳町 5 丁目 12 番地

 　http://www.gravel.co.jp/

事業内容

　•　横組み書籍・教科書の編集・制作

　•　ソフトウェア・情報系文書のローカライズ

　•　ソフトウェアのマニュアル・活用書の執筆・制作

　•　e ラーニング教材の開発

設　立　　1986 年 4 月 23 日

資本金　　1500 万円

沿　革

1987 年 合理化のコンサルティング，マニュアル化，ソ

フトウェア開発を開始

1994 年 ソフトウェアのローカライズ・マニュアル類の

翻訳・制作を開始

1996 年 翻訳・制作をソフトウェア事業から独立

1999 年 書籍の編集・制作を翻訳事業から独立

Gravel Road Inc.

標準的な編集・制作の流れ

版元編集者様 弊　社
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著者脱稿前に原稿の一部

を弊社に引き渡し

サンプル PDF の承認

サンプル PDF の作成

原稿・図版を受稿。材料一

式を弊社へ引き渡し

原稿整理，不足図版などの連絡

不足図版などを受稿。弊

社へ引き渡し

タグつきテキスト化

図表の修正，制作用字・用語・記号統一

など

編集・粗組版

初校 PDF 出力，内部チェック

 必要に応じ初校 PDF 内校

直し

PDF 出力，内部チェック

 必要に応じ再校 PDF 内校

直し

編集者校正，責了

最終 PDF・印刷所向け出力，内部チェック

印刷所へ入稿

著者校正

著者校正



「アビリティ物理 — 電気と磁気 —」（共立出版，2000 年）

制作例



「IT テキスト 基礎情報リテラシ」（共立出版，2000 年）

「インターネットストリーミング」（共立出版，2000 年）


